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論文内容の要旨
[目的]明らかな末梢前庭機能異常や運動麻庫、感覚異常、失調症状を認めず、 MRI、 PET などの神経放射学的検査
でも原因となる異常が認められない、慢性の非回転性の浮動感を自覚する慢性めまい (chronic dizziness; CD) 症例
の病態生理を解明する目的で本研究を行った。我々は CD が大脳皮質機能異常により出現する可能性を仮説し、脳磁
計を用いて聴覚誘発磁界を記録、聴覚野に生じる電気活動を計測解析することで、大脳皮質機能の評価を行った。
[方法ならびに成績]対象は正常対照群 11 例と CD 症例群 27 例、 CD を自覚しない脳梗塞群 9例とし、脳磁計は
64 -coaxial gradiometer を備えた円筒形の目立社製 MC-6400 型磁気計測装置を使用。音刺激は外耳孔に 1000 Hz、
90 dB の 0.3 Hz 25%ランダムの tone-burst 音を与え両側側頭部より聴覚誘発磁界を計測した。音刺激より約 100
msec に出現する N100m 波形成分を加算解析し、大脳皮質に生じる接線方向の細胞電流成分を current-arrow map 
作成し評価した。さらに、 current-arrow map を元に定量的評価を行なうために dIrod値直(句pi詑c∞O
出し比較評価したO 正常対照群や CD のない脳梗塞群では current-arrow map は、右側頭部では左斜後下方向、左側
頭部でも右斜後下方向のまとまった一方向性電流成分が認められたが、 CD 群にて側頭部に特徴的な回旋性電流成分
が検出された。回旋性成分の dlrot値は正常対照群では1.56士 0.46 pT/m、 CD のない脳梗塞群では1.42士 0.74 pT/m、
CD 群では 3.34 ::1=1.42 pT/m となり、 CD 群では正常対照群と CD のない脳梗塞群と比較し統計学的に有意な高値を
示した。 CD 群に認められた特徴的な回旋性電流成分は、側頭葉てんかん例での発作波の電流成分と類似性を認めた
ため、 CD 群のうち 7 例に抗けいれん剤を投与すると 4例の症状は改善し dIrot値も改善した。
[総括]高齢者の中には、原因が明らかでない自覚的な慢性的非回転性浮動感を訴える慢性めまい CD 症例が認めら
れるが、それらを客観的に検出できる方法がないのが現状である。我々は、 CD 例で脳磁計を用いた聴覚誘発磁界計
測結果をもとに解析された脳表電流に特徴的なパターンを見い出し、その定量化に成功した。抗けいれん剤投与によ
り、そのパターンが改善し症状も消失した。これらの結果より、聴覚野での epilepsy に類似した神経細胞内電気活動
の異常な hypersensitivity が CD の原因のーっとなる可能性が示唆された。
505 -
論文審査の結果の要旨
高齢者の中には、神経学的にまた耳科的にも所見がなく、検査上でも異常が認められないにもかかわらず、船に乗
ったようなフラツキ感、浮動感を訴える原因不明の難治性の慢性めまい患者が多い。従来、これらのめまい患者は心
因性と診断され放置されがちで、あった。高齢者慢性めまい患者が転倒骨折し寝たきりにならない様にめまい感を知何
に診断し、治療するかは高齢化社会では重要な問題である。
本研究では、聴覚刺激による聴覚誘発磁界加算波形 (N100m) 計測から電流分布図 (current-arrow map) を作成
する独自の方法を開発した。この方法を用いて慢性めまい患者を解析したところ前庭野や聴覚野を含んだ側頭一頭頂
葉に特徴的な回旋'性電流パターンを得ることが出来た。その電流パターンを定量的に表示した電流分布定量値 (dlrot
値)を正常群のそれと比較すると、有意差が認められた(正常群: 1.59 ::t 0.46、慢性めまい群: 3.53 ::t1. 34、 Pく 0.001) 。
dlrot値を用いることで難治性慢性めまい患者のめまいの程度を客観的に定量化する事が可能となった。さらに慢性
めまい患者の回旋性電流成分が側頭葉てんかんの発作波の電流パターンと極めて類似していることを見い出した。そ
れに基づき慢性めまい患者の 7 例に抗けいれん剤を投与したところその 4 例で自覚的にめまい感が軽減し、
current-arrow map で、の回旋性電流パターンとめまい度を示す d1 rotfi直が改善した。
以上、脳磁計をもちいた独自の解析法によりめまい感に関して以下のことを明らかにした。
ω 客観的、定量的評価方法の確立
(2) 発症機序の解明
(3) 治療方法の開発
以上から本研究は学位の授与に価すると考えられた。
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